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　アッラーは私
わたし

たちとこの世
せ

界
かい

を創
つく

られた偉
い

大
だい

なお方
かた

で、かれはしもべたちにとても優
やさ

しくあられます。そこでかれは人
にん

間
げん

を創
つく

っただけではなく、人
にん

間
げん

に人
じん

生
せい

の正
ただ

しい送
おく

り方
かた

を教
おし

えるために、預
よ

言
げん

者
しゃ

たちを送
おく

りました。預
よ

言
げん

者
しゃ

たちはとても清
きよ

く、性
せい

格
かく

の優
すぐ

れ、 正
しょう

直
じき

な人
ひと

たちで、彼
かれ

らは皆
みな

、人
にん

間
げん

に良
よ

い事
こと

だけを教
おし

えました。

　その中
なか

でも最
さい

後
ご

の預
よ

言
げん

者
しゃ

は、私
わたし

たちの預
よ

言
げん

者
しゃ

ムハンマド（サッラッラーフ　アライヒ

ワサッラム）であり、彼
かれ

の後
あと

にはもう預
よ

言
げん

者
しゃ

は誰
だれ

も送
おく

られません。そして彼
かれ

も人
にん

間
げん

にと

ても良
よ

い事
こと

を教
おし

えましたが、彼
かれ

のそれらのお言
こと

葉
ば

は「ハディース」と言
い

われています。

　これらのお言
こと

葉
ば

は全
すべ

て本
ほん

当
とう

であり、それに従
したが

って生
い

きる事
こと

で、私
わたし

たちは現
げん

世
せ

でも幸
しあわ

せ

な人
じん

生
せい

を送
おく

る事
こと

ができ、来
らい

世
せ

でも天
てん

国
ごく

に行
い

く事
こと

ができます。インシャー・アッラー！

　そしてこの本
ほん

にはとても簡
かん

単
たん

なハディースがいくつか書
か

かれてありますが、それに関
かん

してあなたは３つの努
ど

力
りょく

をしなければなりません。

１．アラビヤ語
ご

で書
か

かれているハディースを暗
あん

記
き

するように努
どりょく

力する事
こと

。

２．ハディースの意
い

味
み

を先
せん

生
せい

から学
まな

んで、それを覚
おぼ

える努
ど

力
りょく

をする事
こと

。

３．ハディースの教
おし

えに従
したが

って、一
いっ

生
しょう

を送
おく

る努
ど

力
りょく

をしていく事
こと

。

　アッラーがあなたの心
こころ

に預
よ

言
げん

者
しゃ

様
さま

とハディースへの本
ほん

当
とう

の愛
あい

情
じょう

と敬
けい

意
い

を与
あた

えてくれま

すように！

ハディースとは？



9

　イスラームには人
にん

間
げん

の人
じん

生
せい

におけるあらゆる行
おこな

いに対
たい

する道
みち

しるべがあり、その上
うえ

で

イスラームの命
めい

令
れい

は大
おお

きく５つの枝
えだ

（つまり５つの部
ぶ

分
ぶん

）に分
わ

かれています。１．イーマー

ン（信
しん

仰
こう

）２．イバーダ（崇
すう

拝
はい

）３．ムアーマラ（金
きん

銭
せん

関
かんけい

係）４．ムアーシャラ（人
にん

間
げん

関
かんけい

係）５．アフラーク（性
せい

格
かく

）

１．イーマーン：必
かなら

ず信
しん

じなければならない事
こと

柄
がら

。例
たと

えばアッラーが唯
ゆい

一
いつ

であり、偉
い

大
だい

で全
ぜん

能
のう

な王
おう

である事
こと

、天
てん

国
ごく

と地
じ

獄
ごく

や天
てん

使
し

たちが真
しん

実
じつ

である事
こと

など。

２．イバーダ：サラート、サウム、ザカート、クルアーンの読
どく

誦
しょう

、ハッジなど。

３．ムアーマラ：売
ばい

買
ばい

や貸
たい

借
しゃく

、取
とり

引
ひき

や雇
こ

用
よう

と被
ひ

雇
こ

用
よう

など。

４．ムアーシャラ：両
りょう

親
しん

や兄
きょうだい

弟、親
しん

戚
せき

や隣
りん

人
じん

、友
ゆう

人
じん

や周
まわ

りの人
ひと

々
びと

と正
ただ

しく接
せっ

する事
こと

。

５．アフラーク：自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

の性
せい

質
しつ

を良
よ

くして、悪
わる

い性
せい

質
しつ

や癖
くせ

を避
さ

ける事
こと

。例
たと

えば約
やく

束
そく

を

守
まも

る事
こと

や正
しょう

直
じき

さ。

　この本
ほん

ではこれら５つの部
ぶ

門
もん

に関
かん

したハディースが記
しる

されており、各
かく

ハディースの内
ない

容
よう

が簡
かん

潔
けつ

に表
ひょう

示
じ

されています。

　またこれらのハディースを覚
おぼ

えるのと同
どう

時
じ

に、それに従
したが

って自
じ

分
ぶん

の人
じん

生
せい

を送
おく

るように

努
どりょく

力していく事
こと

が一
いち

番
ばん

大
たい

切
せつ

な事
こと

です。そうして実
じっ

践
せん

していく事
こと

こそが、勉
べん

学
がく

の実
じっ

際
さい

の目
もく

的
てき

なのです。ですからこれを忘
わす

れずに預
よ

言
げん

者
しゃ

様
さま

のハディースを学
まな

んでいきましょう。

５本の枝
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いつも覚
おぼ

えておきましょう。

「あらゆる行
おこな

いは、 意
い

図
と

次
し

第
だい

です。」
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「真
しん

にイスラームとは、 思
おも

いやりを持
も

つ事
こ と

です。」

2.　清
きよ

め

「清
きよ

めはイーマーンの半
はん

分
ぶん

です。」

3.　だます事
こと

「誰
だれ

でもだます人
ひと

は、 私
わたし

たちの仲
なか

間
ま

ではありません。」

「近
きん

所
じ ょ

の人
ひと

たちの様
よ う す

子を尋
たず

ねるようにしなさい！」

1.　思
おも

いやり

4.　近
きん

所
じょ

付
つ

き合
あ

い

「嫉
しっ

妬
と

する事
こ と

を絶
ぜっ

対
たい

に避
さ

けなさい！」

5.　嫉
しっ

妬
と
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「アッラーの命
めい

令
れい

を守
まも

りなさい。 アッラーはあなたを守
まも

ってくれるでしょう。」

6.　命
めい

令
れい

を守
まも

る事
こと

7.　サラート（礼
れい

拝
はい

）

「天
てん

国
ご く

の鍵
かぎ

とはサラートです。」

「人
ひと

から借
か

りた物
もの

は必
かなら

ず返
かえ

すべきです。」

「サラームをたくさん広
ひろ

めなさい。」

9.　サラーム

「どんな人
ひと

の悪
わる

口
く ち

も絶
ぜっ

対
たい

に言
い

ってはなりません。」

10.　悪
わる

口
くち

8.　借
か

りた物
もの

を返
かえ

す事
こと
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「何
なに

かを求
も と

めるなら、 アッラーにのみ求
も と

めなさい！」

11.　おねだり

「ドゥアーは崇
すう

拝
はい

の本
ほん

質
しつ

です。」

12.　ドゥアー

「沈
ちん

黙
も く

を保
たも

った人
ひと

は、 救
す く

いを得
え

ました。」

14.　沈
ちん

黙
もく

「誰
だれ

でもアッラーのお喜
よろこ

びを得
え

るために謙
けん

虚
きょ

に振
ふ

る舞
ま

えば、

アッラーは彼
かれ

を高
たか

められます。」

15.　謙
けん

虚
きょ

さ

13.　 協
きょう

調
ちょう

「信
しん

者
じゃ

とは他
ほか

の信
しん

者
じゃ

の鏡
かがみ

です。」
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16.　助
たす

けを求
もと

める事
こと

「助
たす

けが必
ひつ

要
よ う

な時
とき

には、 アッラーにのみ助
たす

けを求
も と

めなさい！」

「断
だん

食
じき

とは盾
たて

の様
よ う

なものです。」

17.　断
だん

食
じき

18.　血
けつ

縁
えん

「血
けつ

縁
えん

を絶
た

って親
しん

戚
せき

を悪
わる

く扱
あつか

うような人
ひと

は、 天
てん

国
ご く

へ行
い

きません。」

19.　お酒
さけ

「あなたとの関
かんけい

係を絶
た

つ人
ひと

と、 関
かんけい

係を保
たも

ちなさい。」

「酔
よ

う物
もの

は全
すべ

てハラーム （禁
きん

じられたもの） です。」

20.　人
にん

間
げん

関
かんけい

係
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21.　預
よ

言
げん

者
しゃ

様
さま

「真
しん

に私
わたし

は慈
じ

悲
ひ

として送
お く

られました。」

22.　聖
せい

クルアーン

「あなたたちの中
なか

で一
いち

番
ばん

良
よ

い人
ひと

とは、

聖
せい

クルアーンを学
まな

び、 それを教
おし

える人
ひと

です。」

「人
ひと

々
びと

に感
かん

謝
しゃ

を示
しめ

さない人
ひと

は、 アッラーにも感
かん

謝
しゃ

を示
しめ

しません。」

23.　感
かん

謝
しゃ

24．陰
かげ

口
ぐち

「陰
かげ

口
ぐ ち

を言
い

う人
ひと

は、 天
てん

国
ご く

へ行
い

きません。」

25.　広
ひろ

い心
こころ

「自
じ

分
ぶん

にくれない人
ひと

に、 あなたはあげなさい。」
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26．アッラーの啓
けい

典
てん

「何
なに

よりも本
ほん

当
と う

の話
はなし

とは、アッラーの啓
けい

典
てん

( 聖
せい

クルアーン） です。」

27．マスジド

「アッラーが一
いち

番
ばん

好
す

きな場
ば

所
し ょ

とはマスジドです。」

28．母
はは

親
おや

「母
はは

親
おや

のお世
せ

話
わ

をし続
つづ

けなさい。

天
てん

国
ご く

は彼
かのじょ

女の足
あし

元
も と

にあるのです。」

29．良
よ

い性
せい

格
かく

30．許
ゆる

す事
こと

「あなたをいじめる人
ひと

を許
ゆる

してやりなさい。」

「あなたたちの中
なか

で一
いち

番
ばん

良
よ

い人
ひと

とは、 性
せい

格
か く

の一
いち

番
ばん

良
よ

い人
ひと

です。」
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31．罪
つみ

を避
さ

ける事
こと

「ハラーム （禁
きん

じられた事
こ と

） を避
さ

け続
つづ

けなさい。 あなたは

最
さい

大
だい

のアービド （崇
すう

拝
はい

者
しゃ

） になるでしょう。」

32．商
しょう

店
てん

街
がい

33．信
しん

頼
らい

34．怒
いか

り

35．寛
かん

大
だい

さ

「アッラーが一
いち

番
ばん

嫌
きら

う場
ば

所
し ょ

とはバザール （市
いち

場
ば

や商
しょう

店
てん

街
がい

） です。」

「信
しん

頼
らい

のない人
ひと

には、 信
しん

仰
こ う

もありません。」

「怒
おこ

らないようにしなさい！」

「他
た

人
にん

に対
たい

して寛
かん

大
だい

に振
ふ

る舞
ま

いなさい。

あなたにも寛
かん

大
だい

に振
ふ

る舞
ま

われるでしょう。」
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36．ウラマー（学
がく

者
しゃ

たち）

37．イスラームの知
ち

識
しき

38．人
ひと

助
だす

け

39．ひげ

40．良
よ

いことに費
つい

やす事
こと

「ウラマーは預
よ

言
げん

者
しゃ

たちの相
そう

続
ぞ く

者
しゃ

です。」

「知
ち

識
しき

を学
まな

ぶ事
こ と

はあらゆるムスリムにとって義
ぎ

務
む

付
づ

けられています。」

「上
うえ

の手
て

（あげる方
ほう

） は下
した

の手
て

（もらう方
ほう

） よりも優
すぐ

れています。」

「口
く ち

ひげを短
みじか

くし、 ひげをそのままにしておきなさい。」

アッラーはこう言
い

っています。

「人
にん

間
げん

よ！良
よ

い事
こ と

に費
つい

やしなさい。 わたしはあなたに費
つい

やしてあげましょう。」
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41．タクワー（アッラーを畏
おそ

れる事
こと

）

42．ハッジ（大
だい

巡
じゅん

礼
れい

）

43．安
あん

全
ぜん

さ

44．サラーム

45．父
ちち

親
おや

「どこにいても、 アッラーを畏
おそ

れなさい。」

「良
よ

いハッジの報
ほう

奨
しょう

とは、 天
てん

国
ご く

以
い

外
がい

の何
なん

でもありません。」

「誰
だれ

でも私
わたし

たちに武
ぶ

器
き

をかざす人
ひと

は、 私
わたし

たちの仲
なか

間
ま

ではありません。」

「サラームを先
さき

にする人
ひと

は、高
こ う

慢
まん

さ （いばる事
こ と

） から守
まも

られます。」

「アッラーのお喜
よろこ

びは父
ちち

親
おや

の喜
よろこ

びにあります。」
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46．墓
はか

場
ば

47．サダカ（施
ほどこ

し）

48．優
やさ

しさ

49．真
ま

似
ね

50．隠
かく

れたサダカ

「墓
はか

場
ば

をサジダの場
ば

所
し ょ

にしてはいけません。」

「サダカをする事
こ と

で、 お金
かね

は決
けっ

して減
へ

りません。」

「アッラーは優
やさ

しく親
しん

切
せつ

であられ、 優
やさ

しく親
しん

切
せつ

にする事
こ と

を好
この

まれます。」

「誰
だれ

でも他
ほか

の人
ひと

々
びと

の真
ま

似
ね

をすれば、 その人
ひと

は （アッラーの

視
し

線
せん

の中
なか

で） それらの人
ひと

々
びと

に含
ふく

まれてしまいます。」

「こっそりとサダカをする事
こ と

は、 アッラーの怒
いか

りを静
しず

めます。」
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51．誓
ちか

い 

52．タハッジュド（深
しん

夜
や

礼
れい

拝
はい

）

53．良
よ

い勧
すす

め

54．服
ふく

装
そう

55．慈
じ

悲
ひ

「アッラー以
い

外
がい

のものの名
な

前
まえ

で誓
ちか

いを立
た

てた人
ひと

は、 シルク

（多
た

神
かみ

・ 偶
ぐ う

像
ぞう

崇
すう

拝
はい

） のような罪
つみ

を犯
おか

しました。」

「タハッジュドの礼
れい

拝
はい

を必
かなら

ず行
おこな

うようにしなさい。」

「誰
だれ

でも良
よ

い事
こ と

に導
みちび

く人
ひと

には、 良
よ

い事
こ と

を行
おこな

う人
ひと

と同
おな

じ報
ほう

奨
しょう

が与
あた

えられます。」

「（男
おとこ

の） くるぶしの下
した

にある服
ふく

は、 地
じ

獄
ご く

の炎
ほのお

に入
はい

ります。」

「人
ひと

々
びと

に慈
じ

悲
ひ

を示
しめ

さない人
ひと

に、 アッラーは慈
じ

悲
ひ

を示
しめ

しません。」
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56．現
げん

世
せ

の人
じん

生
せい

57．タブリーグ（イスラームを伝
つた

える事
こと

）

58．悪
あく

事
じ

59．愛
あい

情
じょう

60．正
しょう

直
じき

さ

「現
げん

世
せ

とは信
しん

者
じゃ

にとっての牢
ろ う

屋
や

であり、 不
ふ

信
しん

者
しゃ

にとっての天
てん

国
ご く

です。」

「私
わたし

の方
ほう

から伝
つた

えなさい。 たとえそれが１つのアーヤであっても。」

「悪
あ く

事
じ

は復
ふっ

活
かつ

の日
ひ

における最
さい

大
だい

の暗
く ら

闇
やみ

となります。」

「人
ひと

は復
ふっ

活
かつ

の日
ひ

に、 自
じ

分
ぶん

が好
す

きな人
ひと

と一
いっ

緒
し ょ

になります。」

「正
しょう

直
じき

さは良
よ

い事
こ と

へと導
みちび

きます。」
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61.　預
よ

言
げん

者
しゃ

への服
ふく

従
じゅう

「私
わたし

の言
い

う事
こ と

に従
したが

った人
ひと

は、 天
てん

国
ご く

へ行
い

きます。」

62.　ミスワーク

「ミスワークは口
く ち

を清
きよ

め、アッラーのお喜
よろこ

びをもたらすものです。」

63.　人
ひと

の権
けん

利
り

「お金
かね

があるにもかかわらず、 誰
だれ

かの権
けん

利
り

を満
み

たすのを

遅
お く

らせるのはとても悪
わる

い事
こ と

です。」

64.　お酒
さけ

「お酒
さけ

を飲
の

んではいけません。 なぜならそれはあらゆる悪
あ く

への鍵
かぎ

だからです。」

65.　近
きん

所
じょ

への気
き

づかい

「自
じ

分
ぶん

は腹
はら

一
いっ

杯
ぱい

に食
た

べ、 近
きん

所
じ ょ

の人
ひと

をお腹
なか

の空
あ

いたままに

するような人
ひと

は、 完
かん

全
ぜん

な信
しん

者
じゃ

ではありえません。」
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66.　最
さい

後
ご

の預
よ

言
げん

者
しゃ

「私
わたし

は最
さい

後
ご

の預
よ

言
げん

者
しゃ

であり、 私
わたし

の後
あと

にはもう預
よ

言
げん

者
しゃ

はいません。」

67.　預
よ

言
げん

者
しゃ

様
さま

へのサラート（ 祝
しゅく

福
ふく

の言
こと

葉
ば

）

「誰
だれ

でも私
わたし

に祝
しゅく

福
ふく

の言
こ と

葉
ば

を１回
かい

送
お く

る者
もの

に、

アッラーは１０の慈
じ

悲
ひ

を注
そそ

いでくれます。」

68.　働
はたら

いた人
ひと

の権
けん

利
り

「働
はたら

いた人
ひと

の汗
あせ

が乾
かわ

く前
まえ

に、 彼
かれ

の権
けん

利
り

を満
み

たしなさい。」

69.　家
いえ

「犬
いぬ

や動
ど う

物
ぶつ

の写
しゃ

真
しん

がある家
いえ

には、 （慈
じ

悲
ひ

の） 天
てん

使
し

たちは入
はい

りません。」

70.　手
て

助
だす

け

「貧
まず

しい人
ひと

に自
じ

分
ぶん

の手
て

で与
あた

える事
こ と

は、 悲
ひ

惨
さん

な死
し

から守
まも

ってくれます。」
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71.　禁
きん

欲
よく

「現
げん

世
せ

から心
こころ

を退
しりぞ

けなさい。 アッラーはあなたを愛
あい

するでしょう。」

72.　イフタール（断
だん

食
じき

開
びら

き）

「断
だん

食
じき

をした人
ひと

にイフタールをさせる人
ひと

には、

断
だん

食
じき

をした人
ひと

のような報
ほう

奨
しょう

が与
あた

えられます。」

73.　安
あん

易
い

さ

「人
ひと

々
びと

に易
やさ

しく接
せっ

し、 厳
きび

しくしてはなりません。

良
よ

い報
し ら

せを与
あた

え、 嫌
いや

がらせてはなりません。」

74.　ハラームの悪
あく

影
えい

響
きょう

「ハラームでできた体
からだ

は、 天
てん

国
ご く

へ行
い

きません。」

75.　人
ひと

との接
せっ

し方
かた

「相
あい

手
て

の地
ち

位
い

に応
おう

じて、 人
ひと

々
びと

に接
せっ

しなさい。」
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76．死
し

「快
かい

楽
ら く

をなくすもの （つまり死
し

） をたくさん思
おも

い出
だ

すようにしなさい。」

77．規
き

則
そく

正
ただ

しさ

「アッラーに一
いち

番
ばん

愛
あい

される行
おこな

いとは、 たとえそれが

少
すこ

しであっても、 こつこつと行
おこな

われたものです。」

78．他
た

人
にん

の物
もの

「誰
だれ

かのお金
かね

や物
もの

を無
む

理
り

やり取
と

る事
こ と

は、 許
ゆる

されません。」

79．人
ひと

々
びと

への気
き

配
くば

り

「道
みち

から危
き

険
けん

な物
もの

を取
と

り除
のぞ

く事
こ と

は、 サダカ （つまりとても良
よ

い行
おこな

い） です。」

80．ムスリムのあり方
かた

「ムスリムとは、 その舌
した

や手
て

（の害
がい

） から、 他
た

人
にん

が守
まも

られるような人
ひと

です。」
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81．イスティカーマ（継
けい

続
ぞく

する事
こと

）

「『私
わたし

はアッラーを信
しん

じます。』 と言
い

い、 それをしっかり維
い

持
じ

しなさい。」

82．ズィクル（アッラーを念
ねん

じる事
こと

）

アッラーはこう言
い

っています。

　「私
わたし

のしもべが私
わたし

を思
おも

う時
とき

、 私
わたし

は彼
かれ

と一
いっ

緒
し ょ

にいます。」

83．喧
けん

嘩
か

「アッラーが一
いち

番
ばん

嫌
きら

う人
ひと

とは、 短
たん

気
き

で喧
けん

嘩
か

好
ず

きな人
ひと

です。」

84.　ハヤー（恥
は

じらい）

「恥
は

じらいはイーマーンの一
いち

部
ぶ

であり、 イーマーンを持
も

つ人
ひと

は天
てん

国
ご く

に入
はい

ります。」

85.　気
き

前
まえ

良
よ

さ

「一
ひ と り

人の食
た

べ物
もの

は、二
ふた

人
り

にとって十
じゅう

分
ぶん

です。」
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86．ジャンナ（天
てん

国
ごく

）

「天
てん

国
ご く

における１本
ほん

の鞭
むち

ほどの場
ば

所
し ょ

（つまりほんの少
すこ

しの場
ば

所
し ょ

） は、 この世
よ

の中
なか

と

その中
なか

のもの全
すべ

てよりも優
すぐ

れた価
か

値
ち

があります。」

87．断
だん

食
じき

「スフール （断
だん

食
じき

前
まえ

の食
しょく

事
じ

） をするようにしなさい。

それにはバラカ （祝
しゅく

福
ふく

） があるのです。」

88．用
よう

心
じん

「用
よ う

心
じん

しなさい！どんな男
おとこ

も家
か

族
ぞ く

以
い

外
がい

の女
おんな

と２人
り

きりになってはなりません！

なぜならシャイターンはその３人
にん

目
め

となってしまうからです。」

89．下
げ

品
ひん

な話
はなし

「アッラーは下
げ

品
ひん

な話
はなし

をする人
ひと

をとても嫌
きら

います。」

90．怒
おこ

った時
とき

「怒
おこ

ったら、 黙
だま

りなさい！」
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91．ムジャーハダ（努
ど

力
りょく

）

「本
ほん

当
と う

のムジャーヒド （努
ど

力
りょく

をする人
ひと

） とは、 自
じ

分
ぶん

の欲
よ く

望
ぼう

に逆
さか

らう人
ひと

です。」

92．サラート

　「くるぶしの下
した

まで服
ふく

が下
さ

がっている男
おとこ

のサラートを、 アッラーは受
う

け入
い

れません。」

93．同
どう

情
じょう

　「あなたは自
じ

分
ぶん

の兄
きょうだい

弟の災
さい

難
なん

に喜
よろこ

んではなりません。アッラーは彼
かれ

に慈
じ

悲
ひ

を示
しめ

して、

彼
かれ

をその災
さい

難
なん

から救
す く

い、 あなたを災
さい

難
なん

に見
み

舞
ま

わせるかも知れないのです。」

94．絵
え

と写
しゃ

真
しん

　「復
ふっ

活
かつ

の日
ひ

に一
いち

番
ばん

厳
きび

しい罰
ばつ

とは、 動
ど う

物
ぶつ

の絵
え

や写
しゃ

真
しん

を作
つ く

る人
ひと

たちに与
あた

えられます。」

95．口
くち

使
づか

い

「誰
だれ

でも自
じ

分
ぶん

の舌
した

を慎
つつし

めば、 アッラーは彼
かれ

の欠
けっ

点
てん

を隠
か く

してくれます。」
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96．アッラーへの服
ふく

従
じゅう

「アッラーに背
そむ

いてまでも、 被
ひ

造
ぞう

物
ぶつ

に従
したが

ってはいけません。」

97．アザーン

「アザーンが告
つ

げられると、 シャイターンは逃
に

げ出
だ

します。」

98．清
きよ

い心
こころ

「悪
あ く

意
い

を抱
いだ

く事
こ と

を避
さ

けなさい。 なぜなら悪
あ く

意
い

を抱
いだ

く事
こ と

は大
おお

きな嘘
うそ

だからです。」

99．うわさ話
ばなし

　「人
ひと

が嘘
うそ

つきである事
こ と

として、 彼
かれ

が聞
き

く事
こ と

を何
なん

でも確
たし

かめもせずに

伝
つた

える事
こ と

が十
じゅう

分
ぶん

です。」

100．けちな人
ひと

「だます人
ひと

、 けちな人
ひと

、 また恩
おん

恵
けい

を思
おも

い出
だ

させる人
ひと

は天
てん

国
ご く

へ行
い

けません。」


